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１．概要 
ＳＰＸ－１２８は入出力１２８点のパラレル信号をシリアル信号に変換し、ＲＳ－２３２Ｃ通信の機能

を有する端末機に接続し、それを制御するものである。また、入出力はそれぞれ１６点単位で点数の設

定が可能です。 

 

 

２．仕様 
 

■ＳＰＸ－ＣＰＵ 

項目 内容 

電源 ＋５Ｖ 

消費電流 １００ｍＡ以下 

通信方式 調歩同期（非同期） 

入力 １６点単位で最大１２８点増設可能

（８ユニット） 

出力 １６点単位で最大１２８点増設可能

（８ユニット） 

寸法 115(Ｗ)×94(Ｄ) ×25(Ｈ) 

 

■ＳＰＸ－ＩＮ 

項目 内容 

電源 ＳＰＸ－ＣＰＵより供給 

消費電流 １００ｍＡ以下 

アイソレーション電源 ＋５Ｖ 

入力電流 １０ｍＡ／１点 

アイソレーション フォトカプラ 

アドレス設定 ディップスイッチDS1にて設定 

寸法 115(Ｗ)×94(Ｄ) ×25(Ｈ) 

 

■ＳＰＸ－ＯＵＴ 

項目 内容 

電源 ＳＰＸ－ＣＰＵより供給 

消費電流 １００ｍＡ以下 

出力電源 ＋５Ｖ～２４Ｖ 

出力電流 ５０ｍＡ（max） 

アイソレーション フォトカプラ 

アドレス設定 ディップスイッチDS2にて設定 

寸法 115(Ｗ)×94(Ｄ) ×25(Ｈ) 

 

 



 

３．接続方法 
 

３－１．端末機との接続 

端末機との接続はＳＰＸ－ＣＰＵのＣＮ１（Ｄサブ２５ｐ）にて行います。パソコンを端末機として

お使いの方は市販のストレートケーブルを使用して下さい。 

 

 

 

３－２．Ｉ／Ｏ基板の接続 

ＳＰＸ－１２８は１６点単位で入力・出力をそれぞれ最大１２８点まで増設が可能です。接続はＳＰ
Ｘ－ＣＰＵのＣＮ２、ＳＰＸ－ＩＮのＣＮ４．５、ＳＰＸ－ＯＵＴのＣＮ６．７を使用します。 

ＳＰＸ－ＣＰＵのＣＮ２を拠点に付属のバスケーブルでそれぞれの基板に接続します。 

ＳＰＸ－ＩＮのＣＮ４とＣＮ５は同じ物なのでどちらに接続してもかまいません。ＳＰＸ－ＯＵＴも

同様です。 

続けて接続する場合は開いている側のコネクタから同様に接続します。 

 

 

 

また、ＳＰＸ－ＩＮ（またはＳＰＸ－ＯＵＴ）を複数利用する場合は基板上にあるディップスイッチ

ＤＳ１（ＰＸ－ＯＵＴの場合はＤＳ２）を０～７の範囲で設定して下さい。但し、同じ種類の基板同

士で同じ番号の設定はしないようにして下さい。 

 

 

ＳＰＸ－ＣＰＵ

ＣＮ１

ＲＳ－２３２Ｃケーブル（ストレート）

パソコンなど
ＲＳ－２３２Ｃ機能保有機

ＳＰＸ－ＣＰＵ ＳＰＸ－ＩＮ
（ＳＰＸ－ＯＵＴ）

ＣＮ４
（またはＣＮ６）

ＣＮ５
（またはＣＮ７）

ＣＮ２

ＳＰＸ－ＩＮ
（ＳＰＸ－ＯＵＴ）

ＣＮ４
（またはＣＮ６）

ＣＮ５
（またはＣＮ７）

ＩＮ・ＯＵＴ
それぞれ最大８枚

付属のバスケーブル

１
９

８

４

２

６

３

５

７

０

この部分が設定値



 

３－３．電源の接続 
ＳＰＸ－ＣＰＵは端子台ＴＢ１に＋５Ｖ・３Ｗの電源供給が必要です。 

端子台の１に＋５Ｖ、２にＧＮＤを接続して下さい。 

 

 

 

３－４．ＳＰＸ－ＩＮ 入力側の接続 
ＳＰＸ－ＩＮの入力部は下記の等価回路で構成されています。等価回路に従い配線して下さい。 

また、ＳＰＸ－ＩＮの入力部にはアイソレーション用の電源（＋５Ｖ・１Ｗ以上）供給が必要です。 

 

 

 

 

１ ２

ＴＢ１

+5V GND

ＧＮＤ＋５Ｖ

外部電源
＋５Ｖ

入力１～１６

ＣＯＭ

ＧＮＤ

内部回路へ

ＳＰＸ－ＩＮ



 

３－５．ＳＰＸ－ＯＵＴ 出力側の接続 
ＳＰＸ－ＯＵＴの出力部は下記の等価回路で構成されています。等価回路に従い配線して下さい。 

 

 

 

 

３－６．ＳＰＸ－１２８同士の接続 

ＳＰＸ－１２８はお互いの条件が一緒であれば（ＳＰＸ－ＩＮ・ＯＵＴの数、ＤＳ１・２の設定値）

お互い通信する事が可能です。ただし、通信ケーブルはストレートではなく、以下の通りになります。 

 

ＳＰＸ－ＣＰＵ（ＣＮ１）  ＳＰＸ－ＣＰＵ（ＣＮ１） 

ピン 内容  ピン 内容 

 
２ ＲｘＤ 

 
３ ＴｘＤ 

 
３ ＴｘＤ 

 
２ ＲｘＤ 

 
４ ＣＴＳ 

 
５ ＲＴＳ 

 
５ ＲＴＳ 

 
４ ＣＴＳ 

 
７ ＧＮＤ 

 
７ ＧＮＤ 

 

ＤＣ５Ｖ～２４Ｖ

出力１～１６

ＣＯＭ

内部回路へ

ＳＰＸ－ＯＵＴ

負荷

Ｘ



 

４．通信 
 

４－１．通信仕様 

ＳＰＸ－１２８は以下の仕様で通信を行っています。 

 

通信方式 調歩同期 

通信速度 ９，６００ｂｐｓ 

キャラクタ長 ８ビット 

ストップビット １ビット 

パリティビット 無し 

 

 

４－２．制御コマンド 

ＳＰＸ－１２８は端末機からコマンドにより入力・出力を監視・制御する事が出来ます。 

コマンド体系はＡＳＣＩＩコードで行い、コマンドの末尾にはデミリタとして必ずCR（ASCII：0Dh）

とLF（ASCII：0Ah）を付加して下さい。 

 

■入力確認 

接続されているＳＰＸ－ＩＮの入力状態を確認します。 

 

コマンド 

Ｒ N1 CR LF 

52H - 0DH 0AH 

 

N1：ＳＰＸ－ＩＮのDS1の設定値をASCIIで表現したもの（０=30H～７=37H） 

 

 

レスポンス 

Ｒ N1 N2 N3 N4 N5 CR LF 

52H - - - - - 0DH 0AH 

 

N1：ＳＰＸ－ＩＮのDS1の設定値をASCIIで表現したもの（０=30H～７=37H） 

N2：ＳＰＸ－ＩＮの入力13～16の状態を16進数化したキャラクタ 

N3：ＳＰＸ－ＩＮの入力９～12の状態を16進数化したキャラクタ 

N4：ＳＰＸ－ＩＮの入力５～８の状態を16進数化したキャラクタ 

N5：ＳＰＸ－ＩＮの入力１～４の状態を16進数化したキャラクタ 

 

ＳＰＸ－ＩＮに入力変化が発生した場合にも本レスポンスが自動送信されます。 

また、設定されていないＳＰＸ－ＩＮのデータを呼び出すと、正しい値は返信されません。 

 

 



 

■出力確認 
接続されているＳＰＸ－ＯＵＴの出力を制御します。 

 

コマンド 

Ｓ N1 N2 N3 N4 N5 CR LF 

53H - - - - - 0DH 0AH 

 

N1：ＳＰＸ－ＯＵＴのDS2の設定値をASCIIで表現したもの（０=30H～７=37H） 

N2：ＳＰＸ－ＯＵＴの出力13～16の制御値を16進数化したキャラクタ 

N3：ＳＰＸ－ＯＵＴの出力９～12の制御値を16進数化したキャラクタ 
N4：ＳＰＸ－ＯＵＴの出力５～８の制御値を16進数化したキャラクタ 

N5：ＳＰＸ－ＯＵＴの出力１～４の制御値を16進数化したキャラクタ 

 

 
レスポンス 

Ｏ N1 N2 N3 N4 N5 CR LF 

4FH - - - - - 0DH 0AH 

 

N1：ＳＰＸ－ＯＵＴのDS2の設定値をASCIIで表現したもの（０=30H～７=37H） 

N2：ＳＰＸ－ＯＵＴの出力13～16の状態を16進数化したキャラクタ 

N3：ＳＰＸ－ＯＵＴの出力９～12の状態を16進数化したキャラクタ 

N4：ＳＰＸ－ＯＵＴの出力５～８の状態を16進数化したキャラクタ 

N5：ＳＰＸ－ＯＵＴの出力１～４の状態を16進数化したキャラクタ 
 

設定されていないＳＰＸ－ＯＵＴのデータを制御しようとしても、動作は行いません。 

 

 



 

５．コネクタ表 
 

■ＳＰＸ－ＣＰＵ 

ＴＢ１（電源端子） 

№ 内容 

１ ＋５Ｖ 

２ ＧＮＤ 

 

ＣＮ１（ＲＳ－２３２Ｃコネクタ） 

№ 内容 

２ ＲｘＤ 

３ ＴｘＤ 

４ ＣＴＳ 

５ ＲＴＳ 

６ ＤＴＲ 

７ ＧＮＤ 

２０ ＤＳＲ 

 

 

■ＳＰＸ－ＩＮ 

ＴＢ２（アイソレーション端子） 

№ 内容 

１ ＋５Ｖ 

２ ＧＮＤ 

 

ＣＮ３（入力コネクタ） 

№ 内容 № 内容 

１ 入力１ ２ 入力２ 

３ 入力３ ４ 入力４ 

５ 入力５ ６ 入力６ 

７ 入力７ ８ 入力８ 

９ 入力９ １０ 入力１０ 

１１ 入力１１ １２ 入力１２ 

１３ 入力１３ １４ 入力１４ 

１５ 入力１５ １６ 入力１６ 

１７ ＣＯＭ １８ ＣＯＭ 

１９ ＣＯＭ ２０ ＣＯＭ 

 

 

 



■ＳＰＸ－ＯＵＴ 

 
ＣＮ８（出力コネクタ） 

№ 内容 № 内容 

１ 出力１ ２ 出力２ 

３ 出力３ ４ 出力４ 

５ 出力５ ６ 出力６ 

７ 出力７ ８ 出力８ 

９ 出力９ １０ 出力１０ 

１１ 出力１１ １２ 出力１２ 

１３ 出力１３ １４ 出力１４ 

１５ 出力１５ １６ 出力１６ 

１７ ＣＯＭ １８ ＣＯＭ 

１９ ＣＯＭ ２０ ＣＯＭ 

 

 

６．外形寸法 
外形寸法はＳＰＸ－ＣＰＵ・ＳＰＸ－ＩＮ・ＳＰＸ－ＯＵＴいずれも共通です。 
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１
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１
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φ３．５


